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日本の人工林では皆伐期を迎え、伐採作業のために自然斜面が削られ
ることになります。アクセスと予算の制約から、現地材料と人力による簡便
な治山対策工に頼らざるを得ません。本研究は、簡易治山工の斜面安
定、土壌流出と濁水の発生の抑制効果を最大限に引き出す設計手法
の提案に役立ちます。
膨潤性粘土は世界中に分布しています。乾燥時と湿潤時で大きく体積
が変動し、その地盤上のインフラに大きな損傷を与えています。その体積
変動を抑制し、道路として通行車両の重量を支持しうるような改良手法
を開発し、世界の社会基盤整備に貢献します。

世の中のいわゆるインフラとは、道路、鉄道、橋梁、トンネル、ダム、水路、発
電所などを指しているが、ここに使用される材料の7割以上がコンクリートで
できているため、コンクリートは人々の生活と密接な関係があると言える。
環境にやさしく、長い寿命を持たせるように、コンクリートに対して適切な管
理・診断・治療の技術を学ぶのは、資源の節約と持続可能な発展に不
可欠である。
廃棄物を含む原材料から構造物の製造、使用段階での管理、不具合
が発生した場合の維持管理、治療技術を学べることができ、まちの「デザ
イナー」あるいはインフラの「医師」にもなる。
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太陽光パネル廃ガラスのコンクリート分野で対規模的にリサイクルする技
術を開発
廃石膏を用いて低収縮・高強度コンクリートを開発
セメント・骨材代替材の開発、カーボンニュートラル

AIによる省力化で、資源の最適利用を求める
ロボットによる自動化を行い、技術者不足を解決
コンクリート構造物の欠陥などの点検における革新的なツール開発
CCUS（二酸化炭素回収・利用・貯留）
戻りコン・廃トンネルの活用

研究内容
廃棄物を用いた高性能コンクリートの開発

ロボット・AIを用いたコンクリート構造物の製造・診断システムの構築

問題土とされる膨潤性粘土が広がる地盤上で、道路を建設するため
の、地盤改良手法を検討。環境負荷の少ない農業残渣を混合する改
良手法を開発。
土のうのような人力施工が可能な補強手法と、農業残渣等の粉体混
合によるハイブリッド改良手法の開発。

実斜面に簡便治山工を設置し、自然降雨下と人工降雨下での浸透能
を評価。
簡便治山工が設置された斜面内で、降雨が地中へ浸透する様子を再
現するモデルの開発。

研究内容
膨潤性粘土地盤上での道路路盤の建設手法の開発

気候変動下での林道の斜面安定に向けた簡便治山工の開発

地盤の課題を解決し、世界の社会基盤整備に貢献する

環境にやさしいまちのデザイナー、インフラの医師

ひとこと
自分で自分の限界を作らず、失敗を恐れず、他人の目を
気にせず、様々なことにチャレンジしましょう。

土木環境プログラム 准教授
福林 良典

ひとこと
前もって準備しよう。

土木環境プログラム 准教授
李　春鶴

出身:中国・瀋陽（清華大・ソウル大・東大）
趣味:登山
講義:コンクリート材料・構造関連
専門:コンクリート工学、維持管理工学、建設材料

出身:京都府京都市
趣味:テニス、海外旅行
講義:地盤工学Ⅱ、測量学、力学等
専門:地盤工学

簡易治山工を設置した実斜面区画 簡便治山工と計測機器設置図

膨潤性粘土地盤の走行実験と、路床に配置した計測器

太陽光パネル廃ガラスを用いたプレキャストコンクリート製品

シガラ柵 筋工

小型袋詰工

コンクリート構造物の打音ロボット 建設用3Dプリンターによる製造技術の向上
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